
地

球

節
二
十

]
魯

る
著
し
い
不
等
運
動
が
行
は
れ
､
南
部
に
は

1
般
的
は

可
成
の
隆
起
む
行
S
た
る
も
､
北
部
秀
姑
轡
演
以
北
ほ

て
は
地
深
内
の
沈
降
運
動
と
共
に
山
脈
地
盤
は
沈
下
し

特
は
北
端
部
に
於
で
其
程
度
が
大
で
あ
っ
た
｡(
鯨
岸
上

棟
段
丘
の
時
代
)

其
後
最
近
の
海
岸
全
般
の
運
動
(
所
謂
隆
起
捌
瑚
礁
)

は
平
均
二
十
米
内
外
の
陸
地
上
昇
に
壕
･jL
､
海
岸
に
於

け
る
低
位
段
丘
を
作
-
荷
地
溝
内
は
於
け
る
嘗
段
丘
の

下
部
段
丘
を
作
る
と
共
は
既
に
完
成
さ
れ
た
る
各
河
流

節
六
線

四
四
〇

四
二

の
大
デ
ル
タ
に
も
回
春
作
用
を
行
は
し
め
つ
㌧
あ
る
の

で
あ
る
0

本
文
記
越
中
地
番
難
詰

7
月
鶴

に
丹
班
撃
士

の
新

竹

･
竹
束
毒
地
の
地
形
記
事
を
讃
ん
だ
が
該
地
域
に
於

け
る
素
地
磯
暦
後
に
B

･
C
の
二
段
丘
を
観
察
n
れ
ね

の
を
知
つ
ね
が
東
海
岸
山
脈
附
近
ほ
於
け
る
上
記
の
状

態
は
同
氏
の
考
察
に
大
鰭

1
致
す
る
如
く
恩
は
れ
'
毒

滞
島
の
兼
西
は
於
で
略
同
機
在
運
動
が
最
近
行
は
れ
つ

ゝ
あ
る
革
を
知
っ
た
の
で
あ
る
｡(
昭
利
九
竺

月
十
三
日
柄
)

蘇

蛋

夫

考

現

地

理
学

の
三
四

の
研
究

叫

考
規
地
理
単
に
就
い
て

冒
頭
に
際
し
て
筆
者
は
不
宵
を
省
み
ず
鼓
に
考
現
地

0
0
0

排
撃

岩

od
ern
o･ge0
graph
y
の
語
を
試
み
に
提
起
す

る
｡

rJ
の
語
た
る
や
敢
て
適
切
怒
ら
と
は
愚
考
だ
も
せ

ぬ
所
で
あ
カ
'
適
骨
の
語
あ
れ
ば
之
が
改
名
を
希
ふ
程

の
も
の
で
は
あ
る
が
'
最
近
漸
く
雄
に
在
･O
つ
つ
あ
る



考
現
撃
(
叉
は
考
今
撃
)
M
od
e
rnolog
y
と
相
鏑
通
す

所
多
-
且
つ
考
現
革
的
方
法
を

以
て
研
究
せ
ん
と
す
る

地
排
撃
と
の
意
味
に
於
で
先
づ
期
の
語
を
冠
し
た
る
も

の
で
あ
る
｡

奴
で
基
に
考
現
撃
は
つ
い
て
一
言
を
加
へ
る
｡
考
現

撃
と
は
現
代
の
風
俗
'
配
骨
の
状
態
そ
の
他
を
自
然
科

学
的
に
硯
や
う
と
す
る
も
の
で
､
拾
基
と
調
査
と
考
察

の
三
階
梯
の
方
法
に
よ
-
之
ら
を
統
計
撃
的
数
排
的
に

研
究
し
や
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
｡
乙
の
撃
は
光
に
明

治
の
申
年
t
か
の
有
名
在
る
人
頼
尊
者
坪
井
正
五
灘
博

士
に
よ
-
風
俗
測
定
の
名
柄
を
以
て
提
唱
せ
ら
れ
､
叔

近
早
稲
田
大
撃
致
援
今
和
次
郎
氏
に
よ
み
考
現
学
と
名

づ
け
ら
れ
た
る
も
の
で
あ
る
｡
詳
し
-
は
今
和
次
郎
･青

田
璽

品

氏
の
共
著

｢
竜デ
ル

ノ
ロ
デ
オ
(賢

deTltO･

i
ogi
o
)｣
に
つ
い
て
見
ら
れ

皮
-
こ
J
に
は
簡
革
を

訣別

三
日
を
加

へ
る
ほ
止
め
る
｡

考
現
地
排
撃
に
関
し
て
は
既
に
佐
々
木
彦

1
郎
氏
の

地
相
撃
評
論
第
九
巷
第
九
助
に
｢兼
京
の
都
心
調
査
｣
と

題
し
た
駿
東
が
あ
る
｡
氏
は
考
現
地
理
撃
又
は
棟
似
の

考
現
地
班
餅
の
三
四
の
研
究

語
を
冠
し
て
は
居
ら
ぬ
が
今
迄
の
研
究
と
は
明
は
興
る

も
の
で
'
考
現
地
珊
撃
の
第

1
撃
で
あ
-
斯
畢
研
究
の

磯
班
を
な
す

一
文
で
あ
滋
｡
獅
ほ
前
記

｢
tP
rJ.プ
ル
ノ
ロ

デ
オ
｣
中
に
も
数
ヶ
所
考
現
地
規
準
に
鋼
す
る
部

分
が

記
さ
れ
て
あ
る
｡

今
筆
者
は
前
述
の
み
に
止
め
て
以
外
の
塞
給
を
欲
せ

ぬ
｡
直
ち
に
以
下
に
於

て澱
近
の
研
究
二
三
を
馨
げ
で

以
っ
て
考
現
地
班
撃
の

意味
の
賓
際
的
紋
別
と
は
し
た

い
〇

二

番
川
原
7
番
地
の
交
通
量

本
項
以
下
交
通
に
関
す
る
部
分
の
デ
ー
タ
は
大
部
分

之
を
香
川
膳
土
木
課
の
好
感
に
ょ
-
得
ら
れ
た
も
の
で

苗
に
謝
意
を
衷
す
る
｡
次
に
掲
げ
る
衷
(第

一
衷
)
は
内

務
省
に
於
で
金
団
的
ほ
調
査
統
計
し
以
て
図
鑑
線
及
び

指
定
府
き陳
道
線
の
補
装
と
か
幅
員
の
決
定
に
封
す
る
研

究
資
料
と
を
せ
る
も
の
の
中
､
香
川
聯
下
に
於
け
る
指

定
地
瓢
九
十
三
ヶ
所
中
の

l
部
分
を
､
而
も
簡
約
統
括

し
雲
不
し
た
も
の
で
あ
る
｡
鰐

一
表
中
に
念
の
癖
に
添

へ
た
る
換
算
重
畳
は
路
面
構
造
の
決
定
に
封
す
る
'
又

琵

l

E
r
≡
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考
現
地
別
興
の
三
四
の
研
究



餅
二
十

1
容

節
六
統

監

四

四
六

占
用
億
は
道
路
幅
員
決
定
に
資
す
る
係
数
で
あ
っ

て
'
之
を
求
め
る
指
数
79
第
二
乗
と
し
て
別
は
表

示
添
付
す
る
｡

奴
で
pJ
の
交
通
量
の
考
現
地
珊
尊
的
意
味
は
そ

の
地
瓢
並
び
は
附
近
ほ
於
け
る
人
口
密
度
'
産
業

状
態
と
相
補
連
す
る
79
の
で
､
換
言
す
れ
ば
あ
る

地
域
に
於
け
る
住
民
各
個
人
の
卒
均
官
有
度
と
貨

幣
流
通
皮
を
示
す
も
の
で
之
を
繁
幾
度
と
栴
す

る
｡
之
が
相
封
倍
を
繁
発
倍
(又
は
繁
奥
庭
係
数
)と

云
以
'
之
は
舶
す
る
研
究
は
凍
監

北
成
ほ
遠
い
け

れ
ど
も
rJ
の
繁
発
値
は
交
通
量
よ
わ
し
で
先
刻
述

べ
た
る
責
用
値
の
如
き
相
封
値
を
之
と
同
塵
の
方

絵
は
よ
っ
て
求
め
る
pJ
と
が
出
凍
る
｡
占
用
倍
は

TJ
の
意
味
に
於
て
不
十
分
乍
ら
も
繁
発
億
決
定
の

参
考
と
在
る
べ
-
'
依
っ
て
簾
へ
記
し
た
る
も
の

で
あ
る
｡
宙
そ
の
地
域
が
地
方
中
心
､農
村
､
交
通

車
専
用
路
地
域
と
興
る
ほ
つ
れ
又
異
覆
っ
た
係
数

教
典
ふ
べ
き
79
の
在
る
こ
と
を
附
言
し
て
港
-
0

本
項
に
於
て
は
革
に
交
通
量
の
研
究
方
針
の
一
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第 二 表

慧慧芳劉 備 敗 走
(内務省 規 定)

換 界 蕊 最

竣
盈
塑
盈

用
合
竣
盈

翰
輪
翰
静

物
物

怨

盈

二
二
四
四

粟
釆
貸
党

務
描
串
串
平

群
串

串
串

串
他

行

力
柵

悪

幣

ノ

汐
牛
入
日
神
岡
頚
牛
同
同
同
自
白

か仙
ソ

つ
む
の
べ
考
現
地
排
撃
伊
一
進
路
を
不
す
の
み
に
止
め

て
詳
細
在
る
研
究
は
後
日
は
ゆ
づ
る
｡
荷
未
完
成
の
研

究
を
厚
顔
に
も
指
針
の
み
を
示
し
変
造
を
へ

て掲
げ
た

の
は
他
に
又
何
等
か
の
研
究
の
参
考
と
79
在
る
も
の
が

有
れ
ば
と
の
聾
者
の
悪
ほ
ほ
で
た
る
も
の
で
あ
る
｡

三

番
時
刻
に
於
け
る
歩
行
交
通
人
員
畳

と
そ
の
各
種
型
式

あ
る
時
期
午
前
六
時
よ
-
午
後
八
時
迄
の
各

一
時
間

毎
に
於
け
る
歩
行
交
通
人
員
畳
を
調
査
し
之
を
横
に
時

考
現
地
批
駿
の
三
田
の
研
究

刻
'
縦
に
人
員
数
を
と
っ
て
折
れ
線
の
ダ
イ
ヤ
グ
ラ
ム

に
表
し
た
る
も
の
を
交
通
測
定
量
曲
線
と
科
し
.
次
に

rJ
の
曲
線
の
各
折
れ
線
の
中
鮎
を
求
め
て
之
を
結
び
更

に
そ
の
線
の
各
中
鮎
を
求
め
る
と
ー
大
磯
そ
の
時
刻
附

近
に
於
け
る
交
通
量
の
平
均
状
態
堅
不
す
可
成
滑
か
夜

曲
線
が
得
ら
れ
る
.
後
の
曲
線
を
交
通
平
均
畳
曲
線
と

稗
す
る
｡

各
地
に
於
け
る
乙
の
二
億
の
曲
線
多
数
を
求
め
之
を

綿
密
に
分
類
統
括
す
る
と
三
種
の
型
と
各
型
に
共
通
在

る
五
種
の
式
都
各
十
五
箇
の
型
式
が
得
ら
れ
た
.
則
ち

交
通
測
定
量
曲
線
に
於
け
る
最
大
値

(L
)並
び
に
交
通

平
均
曲
線
の
最
大
最
小
爾
値
の
差
石

)
を
樺
準
と
し
且

つ
各
地
の
性
質
を
吟
味
し
て
次
の
三
型
は
分
数
す
る
を

得
た
｡
特
に
附
言
す
る
が
前
記
二
曲
線
の
最
大
値
は
互

に
異
る
も
の
で
あ
る
pJ
と
は
任
意
を
妥
す
る
.
そ
の
三

型
は
(第

一
囲
参
照
)

A
繁
華
型
､
最
大
値
(1
)
は
約
五
〇
〇
人
以
上
'
最

大
最
小
爾
値
の
差

(D
)
は
約
二
〇
〇
人
以
上
の
も

の
〇

四
四
五

四
七



妨 一 間

地

球

節

二
十

1
沓

B
結
締
型
.
最
大
値

(L
)
は
約
五
〇
〇
人
以
下
二
〇

〇
人
以
上
救
大
濠
小
雨
倍
の
差

(D
)は
約
二
C
O

人
以
下
八
〇
人
以
上
の
も
の
｡

節
大
洗

畑
買

四

八

1
昇
線
式
へ

夕
刻
は
最
大
値
む
有
し
藩
に
.F
箇
の
極

大
値
を
有
す
る
7g
朝
に
は
極
大
値
を
し
｡

最
大
値
と
極
大
値
の
間
に
可
成
の
差
が
あ
る
｡

辱租J
T久也平均骨曲綿確卑屈

C地方型､最大値(L)は約二〇〇人以下敢大最小雨値の差(D)は約八〇人以

下｡

Aは中都市以上は於では中央部主事繁華街及び小都市の極めて中心の一小部分に曲管し所謂目貫温みや之に

節.弼
'TJ=q交通中Jg昏即急棺,71封

2
降
袖
式
､
昇
灘

式
と
正
圧

封
は

在
る
も
の

｡

3
凹
線
式
'
朝
夕

は
極
大
値
を
有

す
る
｡
敢
大
倍

の
位
置
は
朝
夕

並ぐもの歓楽街に潜るもので､Bは中部浦以上では外廓部や繁華部の裏町小都市の中央主要部は相督し商業79可成に行はれ居る部分に骨カ､Cは郊外や盤漁山村等ほ潜る｡本分頻は要するに所謂賑かさ換言すれば繁華皮よケ分ったもの

である｡

次は交通平均畳曲線の状況傾向よ与して又五

式に分ち得られる｡(第二図参照)

色
々
で
あ
る
が
耐
極
大
値
の
差
は
薯
し
か
ら
ぬ
｡

4
中
線
式
'･
著
し

い
極
大
極
小
の
値
を
諌
め
ら
れ

･ぬ
9

従
っ
て
曲
線
は
大
在
る
凹
凸
夜
-
D
の
倍
も

叉
小
n
い
｡

5
複
灘
式
､
極
大
値
三
個
以
上
を
有
す
る
卦
の
｡

1
乃
至
5
各

個
の
意
味
は
特
殊
性
は
基
き
複
難
を
も
の

で

一
概
に
は
言
以
灘

い
が
､
例

へ
ば
1
は
歓
楽
街
と
そ

の
近
接
部
に
多
-
3
は
通
行
牛
専
用
路
地
に
多

い
式
で

あ
る
｡
荷
凹
縦
式
に
正
反
対
な
る
も
の
(凸
練
武

)
も
考



第
表

香
川
昧
下
各
地
に
於
け
る
各
時
刻
間
毎
の
歩
行
交
通
人
員
量
調
べ

曜
瀬
八
年
十
月
十
八
､廿
三
､廿
四
三
日
間
平
均
一
日
麦

香
川
除
土
木
課
瀬

斡
寄
書
繋
啓
tiTH
H
冨
Q
遠
賀



へ
得
ら
れ
る
疎
で
あ
る
が
輩
者
今
迄
の
研
究
に
於
て
偲

1
度
も
見
ら
れ
な
か
っ
た
｡
熱
し
本
研
究
は
つ
い
て
大

都
輔
の
繁
華
在
る
都
市
の
ダ
ー
ク
少
-
､
或
は
凸
沸
式

の
存
在
も
不
可
能
と
は
断
じ
得
ぬ
rJ
と
を
附
言
す
る
｡

第

一
問
は
昇
線
式
を
例
に
と
っ
て
三
型
を
ポ
L
t
第

二
閲
は
市
街
型
を
例
と
し
て
五
式
を
不
し
わ
る
模
式
固



で
あ
る
.
之
に
よ
っ
て
他
砂
場
令
各
種
を
ほ
ZJ
同
様
な

も
の
と
想
像
し
て
可
い
｡

四

番
川
原
下
三
十
ヶ
所
に
於
け
る
歩
行

交
通
人
員
豊
及
び
そ
の
交
通
卒
均
畳

曲
線
の
型
式
に
つ
い
て

香
川
膳
下
三
十
ヶ
所
に
於
け
る
歩
行
交
通
人
員
畳
は

第
三
表
に
示
し
た
る
が
如
-
で
あ
る
｡
之
ら
三
十
ヶ
所

の
交
通
平
均
最
曲
線
の
型
式
は
前
記
の
A
B
乃
至
C
､

l
乃
至
5
の
組
合
せ
十
五
式
中
十

1
式
に
該
常
す
る
も

の
を
程
ね
が
p
鶴
丸
鶴
B2
の
四
式
は
金
-
得
ら
れ
夜
か

つ
ね
｡
之
は
版
下

は
中
都
市
以
上
の
都
市
少

き
馬
で
あ

る
乙
と
は
明
瞭
で
あ
る
O
之
ら
に
つ
い
て
以

下
各

一
的

Li

l.I.iJ,.T
･.t｢･,･･=J=巾L.J<Jry=rj
此心
1･(･トす
ぎ
L{-=}

簡
明
は
省

略
し
第
三

表
の
調
査

表
中
に
各

型
式
を
記

入
し
､
又

各
式
毎
の

考
現
地
班
燐
の
三
四
の
那
兜

ヽ
ヽ
ヽ
ヽ
ヽ

平
均
統
括
囲
む
第
三
間
と
し
王
ボ
す
｡
但
し
複
雑
式
は

躍
靖
国
難
在
る
も
の
で
あ
る
か
ら
本
式
に
包
含
n
る
ゝ

各
例
を
個
別
的
に

1
部
示
し
て
置
-
｡

五

高
松
市
夜
の
研
究
の

i
部

他
地
は
於
で
FJ
の
種
の
研
究
な
き
為
本
項
に
於
で
比

較
研
究
を
す
る
fJ
と
が
出
凍
沿
革
は
遺
憾
で
あ
る
が
'

主
観
的
立
場
は
使
っ
て
作
成
し
た
る

｢
高
踏
市
夜
の
地

間
｣
第
四
間
を
中
心
と
し
之
に
簡
単
夜
簡
明
を
加
へ
る
｡

本
間

は
次
項
童
の
閲
79
同
様
必
要
部
の
み
に
止
め
で
あ

る
が
高
松
市
の
中
央
部
各
値
を
ポ
し
市
街
地
の
六
七
割

を
間
中
に
包
含
し
て
居
る
｡
荷
他
方
高
給
蒋
金
岡
を
参

照
せ
ら
れ
庇

い
O
又
間
中
の
道
路
は
主
要
を
の
み
を
記

入
し
童
の
同
は
於
で
は
特
に
重
要
と
恩
推
す
る
線
の
み

に
簡
略
し
た
｡

先
づ
第

山
に
市
内
に
在
る
活
動
常
設
館
数
五
そ
の
他

常
識
芝
居

レ
グ
ユー

専
門
の
も
の
三
食
計
八
塵
が
あ
る
｡

之
を
呉
市
(
人
口
二
十

一
帯
飴
)
の
計
七
と
比
較
す
る
と

不
可
解
を
封
照
で
あ
る
｡
革
質
は
高
給
市
は
や
や
多
-

奥
市
が
甚
だ
少
い
の
で
あ
る
が
よ
-
考

へ
る
と
英
田
の

相

田
ル

五

山



地

政

特
殊
な
状
態
む
何
か
階
示
す

る
も
の
が
あ
る
O

次
は
カ
フ
ェ
ー
及
び
同
瓶

の
も
の
で
あ
る
が
そ
の
数
四

八
で
甲
四
は
休
業
と

一
時
休

で
あ
っ
た
｡
他
は
喫
茶
店

一

H

ノ
ー
p
ア
ル

n
I
ル
は
中

≡
)｡
堀
保
安
課

の
約
申
年
轟

四 囲

前
の
調
査
に
依
れ
ば
カ
フ
ェ

ー
四
六
で
そ
の
女
給
数
二
〇

八
､
酒
場
八
女
胎
教
六
､
喫

第

茶
店
五
乙
～
で
は
十
三
歳
以

上
の
も
の
は
働
け
覆
い
規
定

の
馬
女
給
を
L
Q

保
安
課
の
数
字
と
筆
者
の

調
査
と
典
在
る
班
由
は
約
年
年
の
時
日
の
懸
隔

(筆
者

の
調
査
は
昭
和
九
年
二
月
下
旬
)
と
怒
定
の
相
違
で
､

偶
然
乍
ら
紙
計
数
は

1
致
し
て
居
る
.

乙
の
外
に
洋
食
堂
(
デ
パ

ー
ト
を
加

へ
て
)
四
'
支
那

料
押
店
三
が
あ
る
.

荷
北
の
新
地
は
カ
フ
ェ
ー
類
似
の
も
の
十
六
あ
身
rJ

ゝ
は
遊
廓
で
兼
業
し
て
ゐ
る
も
の
で
あ
っ
て
'
之
は
前

掲
の
数
字
か
ら
は
除
外
し
て
あ
る
｡
乙
の
部
分
の
調
査
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地

球

節
二
十

1
巻

の
馬
堀
保
安
課
基
氏
を
煩
は
し
た
が
乙
J
に
謝
意
を
衷

す
る
0
以
上
は
依
っ
て
高
松
市
の
夜
の
状
態
を
推
察
し
え
ら

れ
る
rJ
と
I
A息
ふ
が
､
獅
鼓
に
数
軒
の
カ
フ
ェ
ー
は
教

養
を
設
け
て

あ
-
(今
は
禁
止
さ
れ
た
)
踊
っ
て
ゐ
た
さ

ぅ
で
'
且
つ
カ
フ
ェ
ー
の
大
多
数
が
カ
バ
レ
ー
と
精
し

で
ゐ
る
fJ
と
は
注
意
を
要
す
る
｡
人
口
八
寓
三
四
千
の

高
松
市
に
対
し

て,J
の
カ
フ
ェ
ー
の
組
数
は
や
J
多
す

ぎ
る
ー

P
文
部
轟
を
備

へ
た
カ
バ
レ
ー
の
あ
る
こ
と

及
び
カ
フ
ェ
ー
の
分
布
が
飴
-
ほ
も
中
心
部
に
偏
在
す

る
以
上
の
却
賓
は
.
高
松
市
が
商
業
都
市
と
し
て
発
え

て79
居
る
が

ti
両
こ
れ
以
上
は
観
光
都
市
と
し
て
柴
え

でゐ
る
事
&
.励
語
る
.

欠

高
松
市
聾
の
研
究
の
叫
部

第
五
聞
｢
高
松
市
垂
之
地
図
｣
は
前
項
の
研
究
と
比
較

せ
ん
が
為
に
作
成
し
た
も
の
で
p
之
に
も
簡
単
孜
紋
別

を
加

へ
や
う
｡

先
づ
撃
枚
で
は
専
門
学
校

一
､
男
子
中
等
撃
棟
五
､

女
子
中
等
撃
校
四
､
特
殊
撃
校
三
㌧
小
撃
枚

〓

(
間

節
六
舵

琶

]

五

四

外
は

一
枚
)､
幼
稚
園
六
(
?
)が
あ
る
｡
次
は

一
等
郵
便

局

7
.
三
等
郵
便
局
七
､
銀
行
二
〇
､
中
市
内
は
本
店

を
有
す
る
も
の
二
､新
聞
配
及
支
局

二

.中
で
日
刊
は

也
.
市
中
は
本
配
を
有
す
る
日
刊
新
聞
は
二
つ
あ
る
｡

他
は
間
に
示
し
で
あ
る
如
く
で
あ
る
.

以
上
二
種
の
地
図
で
商
業
街
､
住
宅
荷
'
撃
校
地
慣

歓
楽
街
､
官
陣
地
置
等
は

1
日
瞭
然
と
判
る
｡
之
以
上

は
繁
多
と
在
る
籍
云
ふ
む
欲
せ
伯
､
又
取
上
げ
て
述
べ

る
華
の
轟
も
少
い
故
本
項
は
之
迄
で
止
め
る
｡

七

獲
臓
に
際
し
て

以
上
五
境
目
に
亘
-
老
視
地
理
学
の
一
部
の
研
究
を

示
し
て
以
て
そ
の
説
明
に
代

へ
ね
｡
之
等
を
要
す
る
に

以
上
に
ょ
つ
て
明
か
在
る
如
-
現
在
迄
の
地
坪
が
表
面

よ
-
観
察
す
る
ほ
反
し
､
考
現
地
理
学
は
素
面
的
研
究

で
以
で
進
む
も
の
在
る
こ
と
を
附
言
し
て
洛
-
O
寂
上

は
よ
っ
て
筆
者
は
考
現
地
糊
撃
の
語
の

提起
を
な
し
且

っ
大
方
諸
先
輩
の
御
叱
評
を
仰
ぎ
度
い
と
希
望
す
る
｡

相
克
に
記
せ
る
方
々
以
外
は
本
研
究
は
何
か
と
御
助

力
を
賜
っ
た
数
氏
が
あ
わ
末
輩
乍
ら
深
謝
す
る
次
第
で

あ
る
0
(昭
利
九
年
三
月
十
六
日
了
)


